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特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

会 計 名
収 入 支 出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 52 億 5,097 万円 16 億 5,504 万円 31.5% 52 億 5,097 万円 22 億 3,231 万円 42.5%

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定 33 億 2,327 万円 15 億 9,130 万円 47.9% 33 億 2,327 万円 14 億   153 万円 42.2%

サービス事業勘定 920 万円 515 万円 56.0% 920 万円 364 万円 39.6%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3 億 1,100 万円 9,843 万円 31.6% 3 億 1,100 万円 9,184 万円 29.5%

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 7,700 万円 1,694 万円 9.6% 1 億 7,700 万円  4,666 万円 26.4%

特定環境保全公共下水道事業特別会計 5 億   135 万円 3,611 万円 7.2% 5 億   135 万円 1 億 8,182 万円 36.3%

流域関連公共下水道事業特別会計 3 億 4,289 万円 2,784 万円 8.1% 3 億 4,289 万円 1 億 3,963 万円 40.7%

戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 特 別 会 計 1 億 3,300 万円 716 万円 5.4%   1 億 3,300 万円 2,523 万円 19.0%

水 道 事 業 会 計
収益的収支 9 億 5,280 万円 3 億 6,363 万円 38.2% 9 億 5,280 万円 2 億 6,015 万円 27.3%

資本的収支 1 億   400 万円 1,030 万円 9.9% 4 億 9,960 万円 1 億 7,486 万円 35.0%

■株券 4,420 万円
■出えん金 4,000 万円
■出資金 5 億 9,322 万円
■寄託金 2,378 万円
■債権 4,679 万円

合計　7 億 4,799 万円
※現在高

出
資
金
等
の
状
況

平成２６年度
上半期の 予算執行状況をお知らせします予算執行状況をお知らせします平成２６年度
上半期の

　市では、市の財政がどのように運営されている
かを市民の皆さんにお知らせするため、予算の執
行状況のあらましについて年２回公表しています。
　今回は平成２６年９月３０日現在の執行状況に
ついてお知らせします。【問合せ】財政課（麻生庁舎）☎ ０２９９－７２－０８１１

※数値は表示単位未満を四捨五入しています

■一般会計債 183 億 5,198 万円
■下水道事業建設債 57 億 7,572 万円
■水道建設事業債 34 億 6,260 万円

合計　275 億 9,030 万円
※未償還額

市
債
の
状
況

市　　　　税 60.8%

（収入率）

地方譲与税 27.9%

利子割交付金 34.3%

配当割交付金 77.4%

株式等譲渡
所得割交付金 0.0%

地方消費税
交　付　金 53.1%

ゴルフ場利用
税 交 付 金 38.1%

自動車取得税
交　付　金 29.6%

地 方 特 例
交　付　金 118.0%

地方交付税 71.2%

交通安全対策
特別交付金 51.0%

分担金及び
負　担　金 43.2%

使用料及び
手　数　料 49.6%

国庫支出金 30.3%

県 支 出 金 8.5%

財 産 収 入 54.3%

寄　附　金 92.7%

繰　入　金 0.0%

繰　越　金 107.5%

諸　収　入 41.1%

市　　　　債 0.0%

議　会　費
1 億 5,865 万円
8,339 万円

52.6%

総　務　費 34.0%

民　生　費 36.3%

衛　生　費 27.7%

農林水産業費 17.0%

商　工　費
3 億 7,694 万円
2億 4,407 万円

64.8%

土　木　費 23.8%

消　防　費 52.6%

教　育　費 27.0%

災害復旧費 56.6%

公　債　費 50.8%

諸 支 出 金
0 万円
0万円

0.0%

（執行率）歳 出

歳 入

2 億 6,200 万円
7,319 万円
700万円
240万円
500万円
387万円
100万円
0万円
4億円

2億 1,242 万円
1億 5,700 万円
5,980 万円
3,400 万円
1,007 万円
900万円
1,062 万円

300万円
153万円

1億 6,203 万円
7,001 万円

1億 3,572 万円
6,728 万円

5,151 万円
2,797 万円
1,401 万円
1,299 万円

3億 7,630 万円
1億 5,474 万円

一　般　会　計

歳入　予算現額：190 億 4,644 万円
　　　収入済額：   89 億 7,459 万円（47.1％）
歳出　予算現額：190 億 4,644 万円
　　　支出済額：    64 億 3,426 万円（33.8％）

22 億    230 万円
0万円

22億    230 万円
0万円

62億 2,976 万円
44億 3,267 万円
62億 2,976 万円
44億 3,267 万円

7億 7,445 万円
8億 3,290 万円
7億 7,445 万円
8億 3,290 万円

8億 6,630 万円
0万円

8億 6,630 万円
0万円

12億 4,915 万円
2億 1,266 万円
12億 4,915 万円
2億 1,266 万円

28億 3,265 万円
6億 7,473 万円
28億 3,265 万円
6億 7,473 万円
8億 7,446 万円
4億 5,977 万円
8億 7,446 万円
4億 5,977 万円
30億 9,579 万円
8億 3,671 万円
30億 9,579 万円
8億 3,671 万円

1億 1,546 万円
6,538 万円

1億 1,546 万円
6,538 万円

12億 3,287 万円
3億 4,206 万円
12億 3,287 万円
3億 4,206 万円

49億    909 万円
17億 7,960 万円
49億    909 万円
17億 7,960 万円

23億 4,809 万円
7億 9,876 万円
23億 4,809 万円
7億 9,876 万円

18億 4,401 万円
9億 3,713 万円
18億 4,401 万円
9億 3,713 万円

予　備　費
928 万円
0万円

0.0%

35 億 7,171 万円
  21 億 7,084 万円
35 億 7,171 万円
  21 億 7,084 万円

23億 3,831 万円
  7 億    769 万円
23億 3,831 万円
  7 億    769 万円
14億 4,604 万円
1億 2,360 万円
14億 4,604 万円
1億 2,360 万円

合計　63 億 6,415 万円  ※現在高

基

金

の

状

況

■財政調整基金 17 億 8,122 万円

■減債基金 7 億 6,183 万円

■公共施設整備基金 10 億 7,368 万円

■なめがた振興基金 4,837 万円

■揚排水施設維持管理基金 8,367 万円

■新公共交通運営基金 3,783 万円

■地域コミュニティ基金 733 万円

■行方市ふるさと応援寄附金基金 402 万円

■合併振興基金 20 億 1,497 万円

■復興まちづくり支援事業基金 1 億     97 万円

■国民健康保険支払準備基金  8,152 万円

■介護給付費準備基金 1 億 5,430 万円

■農業集落排水事業債償還基金 1 億 2,768 万円

■特定環境保全公共下水道事業債償還基金 2,761 万円

■流域関連公共下水道事業債償還基金 2,695 万円

■戸別浄化槽整備事業債償還基金 3,220 万円
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茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

家
屋
に
関
す
る
手
続
き
、

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

税
務
課
（
麻
生
庁
舎
）

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

　

家
屋
に
賦
課
さ
れ
る
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
（
賦
課
期
日
）
存
在
す
る

家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
賦
課
期
日
ま
で
の

年
度
途
中
に
新
築
、
増
築
あ
る
い
は
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
次
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
〉

　

税
務
課
（
麻
生
庁
舎
）
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

完
成
後
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
あ

れ
ば
家
屋
の
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

調
査
日
等
は
、
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
か
ら

調
整
い
た
し
ま
す
。

〈
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
〉

　
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
（
麻
生
庁
舎
）
と
各
庁
舎
の
総
合
窓

口
で
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

※�
届
出
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
～
12
月
１
日

行
方
警
察
署☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
１
１
０

　

誰
で
も
突
然
、
事
件
や
事
故
な
ど
に
あ
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
の
回
復
に
は
、
周
囲
の
理
解
と
温
か

な
支
援
が
必
要
で
す
。
万
一
、
被
害
に
あ
っ
て

お
困
り
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
相
談
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
警
察
の
相
談
窓
口

○
性
犯
罪
被
害
相
談
「
勇
気
の
電
話
」

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
０
２
７
８

○
県
民
安
心
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談

　

＃
９
１
１
０　

ま
た
は

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
９
１
１
０

○
女
性
専
用
相
談
窓
口
【
24
時
間
受
付
】

　
《
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
相
談
に
女
性
警

　

察
官
が
対
応
し
ま
す
》

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
８
１
０
７

○
少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
０ま

る
く
お
さ
ま
る

９
０
０

○
サ
イ
バ
ー
犯
罪
相
談

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
８
１
０
９

○
行
方
警
察
署

　

☎
０
２
９
９
（
７
２
）
０
１
１
０

　
　
（
内
線
２
１
１
）

「
未
来
を
決
め
る
あ
な
た
の
一
票
」

【
投
票
日
】　

12
月
14
日
（
日
）　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　

任
期
満
了
に
伴
う
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
12
月
５
日
告
示
、
12
月
14
日
投
票
で
す
。

私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
の
で
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所

　

投
票
日
当
日
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
投
票

に
行
く
際
に
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

注
意
！
　
今
回
の
選
挙
か
ら
現
原
地
区
の
投
票
所
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
「
現
原
小
学
校
体
育
館
」
に
お
い
て
投
票
さ
れ
て
い
た
方
で
、
若
海
区
、
芹
沢
区
、
捻
木
区

の
方
は
「
現
原
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
」
が
、上
山
区
の
方
は
「
榎
本
地
区
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
」

が
新
し
い
投
票
所
と
な
り
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
て
一
定
の
障
害
程
度
に
該
当
し
て
い

る
方
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
方
は
、
自
宅
か
ら

郵
便
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
、
無
く
さ
れ
た
方
は
、
再

度
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

日　

時　

11
月
５
日
（
水
）　

午
後
２
時
か
ら

場　

所　

茨
城
県
鉾
田
合
同
庁
舎
（
鉾
田
市
鉾
田
１
３
６
７-

３
）

【
事
前
審
査
】

日　

時　

11
月
19
日
（
水
）
～
20
日
（
木
）　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場　

所　

行
方
市
役
所
麻
生
庁
舎　

別
棟
会
議
室

【
立
候
補
受
付
】

日　

時　

12
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場　

所　

行
方
市
麻
生
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

行
方
市
選
挙
管
理
委
員
会　

☎�

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１
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11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

こ
ど
も
福
祉
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
児
童

虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
集
中

的
な
広
報
・
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
件
数
は
依
然
と
し
て

増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る

な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
は
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
発
生
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

あ
な
た
の
周
り
に
「
気
に
な
る
子
ど
も
」
は

い
ま
せ
ん
か
？
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
感
じ
た

ら
、
左
記
の
機
関
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
一
報
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

○
緊
急
な
と
き

子
供
に
危
害
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
す

ぐ
に
警
察
へ
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
で
な
い
と
き

児
童
相
談
所
や
市
役
所
、「
い
ば
ら
き
虐
待

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

茨
城
県
中
央
児
童
相
談
所
鹿
行
児
童
分

室
（
鉾
田
）

☎
０
２
９
１-

３
３-

４
１
１
９
（
代
）

月
曜
～
金
曜　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間
等
の
児
童
相

談
所
閉
庁
時
に
は
、「
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
へ
転
送
さ
れ
ま
す
。

い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
24
時
間
対
応
）

☎
０
２
９
３
‐
２
２
‐
０
２
９
３

青
年
就
農
給
付
金

（
こ
れ
か
ら
就
農
さ
れ
る
青
年
の
方
へ
）

農
林
水
産
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

経
営
開
始
型

　

新
規
就
農
さ
れ
る
方
に
、
農
業
を
始
め
て

か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
最
長
５
年
間
、

年
間
１
５
０
万
円
を
給
付

給
付
者
の
主
な
要
件
（
す
べ
て
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
）

（
１
）
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
、
原
則

45
歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ

と
に
つ
い
て
の
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ

と（
２
）
独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と

・�

自
ら
作
成
し
た
経
営
開
始
計
画
に
即
し
て

主
体
的
に
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る
状
態
を

指
し
、
具
体
的
に
は
、
以
下
の
要
件
を
満
た

す
も
の
と
す
る
。

・�

農
地
の
所
有
権
又
は
利
用
権
を
給
付
対
象

者
が
有
し
て
い
る
（
農
地
が
親
族
か
ら
の
貸

借
が
過
半
で
あ
る
場
合
は
、
５
年
間
の
給
付

期
間
中
に
所
有
権
移
転
す
る
こ
と
）。

・�

主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対
象
者
が
所

有
又
は
借
り
て
い
る
。�

・�

生
産
物
や
生
産
資
材
等
を
給
付
対
象
者
の

名
義
で
出
荷
・
取
引
す
る
。�

・�

給
付
対
象
者
の
農
産
物
等
の
売
上
げ
や
経

総
務
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保

護
制
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す

　

行
方
市
情
報
公
開
条
例
及
び
行
方
市
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

制
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

１　

情
報
公
開
開
示
請
求
の
状
況

（
平
成
25
年
度
）

開
示
請
求

件
数

請
求
に
係
る
決
定
内
容

開
示

部
分
開
示

不
開
示

２

１

１

０

※
請
求
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２　

個
人
情
報
開
示
請
求
の
状
況

（
平
成
25
年
度
）

開
示
請
求

件
数

請
求
に
係
る
決
定
内
容

開
示

部
分

開
示

裁
量
的

開
示

不
開
示

１

０

１

０

０

※
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
削
除
及
び
利

用
停
止
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
請
求
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

費
の
支
出
な
ど
の
経
営
収
支
を
給
付
対
象
者

の
名
義
の
通
帳
及
び
帳
簿
で
管
理
す
る
。

・�

親
元
に
就
農
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
上
記

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
親
の
経
営
か
ら
独
立

し
た
部
門
経
営
を
行
う
場
合
や
、
親
の
経
営

に
従
事
し
て
か
ら
５
年
以
内
に
継
承
す
る
場

合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
対
象
と
す
る
。

（
３
）
経
営
開
始
計
画
が
以
下
の
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と

・�

独
立
・
自
営
就
農
５
年
後
に
は
農
業
（
自

ら
の
生
産
に
係
る
農
産
物
を
使
っ
た
関
連
事

業
〈
農
家
民
宿
、
加
工
品
製
造
、
直
接
販
売
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
〉
も
含
む
）
で
生
計
が

成
り
立
つ
実
現
可
能
な
計
画
で
あ
る
。

（
４
）
人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ
の
位
置
づ
け
等

・�

市
町
村
が
作
成
す
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
東

日
本
大
震
災
の
津
波
被
災
市
町
村
が
作
成
す

る
経
営
再
開
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
含
む
）
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
も
し
く
は
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
）

・�

ま
た
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
て
い
る
こ
と

（
５
）
生
活
保
護
等
、
生
活
費
を
支
給
す
る
国

の
他
の
事
業
と
重
複
受
給
で
な
く
、
か
つ
、
原

則
と
し
て
農
の
雇
用
事
業
に
よ
る
助
成
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
農
業
法
人
等
で
な
い
こ
と

（
６
）
原
則
と
し
て
青
年
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
一
農
ネ
ッ
ト
）
に
加
入
す
る
こ
と
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シリーズ　国民健康保険 国民健康保険は
厳しい財政状況です

　現在、健全な医療制度を持続的に運営していくために医療費等の財源確保に努めています。国県からの助成金確保
を行いながら市の一般会計からも相当額の繰入を行っています。しかしながら対応が困難なために、本年度は、国民
健康保険税（以下国保税）の税率と納付回数の改正、限度額の引き上げを行いました。
　国保税の課税は、加入者一人ひとりの所得や、資産、また、家族の人数により計算する均等割、世帯にかかる平等
割の４つを合計したものです。また、所得金額が一定基準以下の場合には税額が軽減されます。
　本年度の税率改正の際には、今後の医療費や加入者数を予測して、前年並みの所得額を基に試算しました。

【問い合わせ】国保年金課（玉造庁舎）　℡ 0299-55-0111

25 年度 26 年度（当初試算） 26 年度（実績見込）

加入世帯数（人） 7,100 7,100 7,104

加入者数（人） 14,609 14,600 14,444

軽減該当世帯数（世帯） 3,074 3,100 3,305

課税額（円） 1,303,669,700 A　1,368,853,000 B　1,306,228,300

納付された税額（円） 1,199,080,185 412,182,779
（H26.9.30 現在実績）

収納率（％） 91.98

　本年度は、上記のように前年比５％増額で試算（上記 A）しましたが、景気低迷による所得の減収、それに伴う
軽減世帯の増加等により、予測を大きく下回ってしまった現状（上記 B) となりました。厳しい状況ではありますが、
国保制度をご理解いただき国保税の納付については、よろしくお願いいたします。
　引き続き、特定健診などで医療費削減を推進しながら、加入者の皆さまの健康づくりを支援してまいりますので、
ご理解をお願いいたします。

国保税の課税と収納の現状

※現年度課税分

問い合わせ　収納対策課（麻生庁舎）　☎ 0299－72－0811

税 金 のお知らせのお知らせ

今月の税金
固定資産税　　　第４期
国民健康保険税　第５期
納付期限（口座振替日）は
12月１日です。

　税金を納期限までに納めないことを滞納といいます。うっかり忘れてい
たとしても、本来納めるべき税額のほかに、督促手数料や延滞金を納めて
いただくことになります。さらに、滞納したままでいますと、差押や公売
などの滞納処分を行うことになります。この滞納整理の費用は、市民の皆
さんのための教育・福祉・公共事業などに使われるべき貴重な市税から支
出されることになります。滞納は、納税者に不利益であることはもちろん、
行方市全体にとっても大きな損害となります。市税を有効に使うためにも
納期内納税を守られるようご協力ください。

税の納め忘れにご用心！

市税の滞納処分とは・・・
　市税を滞納したまま催告しても納付していただけない場合は、納期内納税者との公平を保つため、国税徴収法
に基づき、やむを得ず財産（不動産、給与、預貯金など）を差押え、取立てや公売などを行い滞納税に充てるこ
とになります。この一連の手続きが滞納処分です。
　期限内に納税することが肝心ですが、納付困難となったらお早めにご相談ください。
＊国民健康保険税を滞納すると ･･･
　一定の期間滞納すると有効期限の短い「短期被保険者証」が交付されることがあります。さらに特別な事情も
無く滞納を続けると医療費負担が 10 割となる「資格証明書」が交付され、国保の給付金が一時差止めとなること
があります。


